
神
奈
押

北

条

時
房

。
顕
時
邸
跡

所
在
地
　
　
　
神
奈
川
県
鎌
倉
市
雪
ノ
下

一
丁
目

調
査
期
間
　
　
一
　

一
九
八
六
年

（昭
６．
）
二
月
―
八
月
、
二
　
一
九
八

八
年
四
月
―
七
月
、
三
　
一
九
九
六
年

（平
８
）
四
月
―

七
月
、
四
　
一
九
九
七
年
三
月
１
六
月

発
掘
機
関
　
　
一
。
一
一　
鎌
倉
市
教
育
委
員
会
、
三
　
北
条
時
房

・
顕
時

邸
跡
発
掘
調
査
団
、
四
　
鎌
倉
遺
跡
調
査
会

調
査
担
当
者
　
一　
馬
測
和
雄
、
二
　
松
尾
宣
方
、
三
　
一不
曇
秀
明
、

四
　
齋
木
秀
雄

遺
跡
の
種
類
　
居
館
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
代
―
近

代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構

の
概
要

遺
跡
地
は
、
北
条
時
房

・
顕

時
邸
跡
と
称
さ
れ
、
主
と
し
て

御

中
世
前
期
の
遺
構
が
検
出
さ
れ

籐
　
て
い
る
。
紹
介
す
る
木
簡
も
こ

の
時
期
に
あ
た
る
と
推
測
さ
れ

2  1



2004年 出上の木簡

夕
０

。顕
時
の
屋
敷
に
つ
い
て
は
、
金
沢
文
庫
所
蔵

『舞
楽
員
茶
羅
供
私
記
』
の
奥

書
に

「鎌
倉
赤
橋
辺
」
と
記
載
が
あ
る

（烈
立沢
文
庫
古
文
書
』
識
語
篇
二
〇
六
四
）。

「赤
橋
」
と
は
鶴
岡
八
幡
宮
の
赤
橋
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
遺
跡
地
の
若
宮
大

路
を
挟
ん
だ
東
側
は
北
条
泰
時

・
時
頼
邸
と
推
測
さ
れ
る
た
め
、
人
幡
官
の
南
、

若
宮
大
路
の
西
側

一
郭
が
時
房

。
顕
時
邸
に
推
定
さ
れ
て
い
る

（貫
達
人

「北

條
氏
亭
址
考
」
『金
沢
文
庫
研
究
紀
要
』
八
、　
一
九
七
一
年
）。
こ
れ
に
対
し
秋
山
哲

雄
氏
は
、
時
房
は
宝
戒
寺
小
町
邸
に
住
ん
で
い
た
と
し
、
顕
時
の
屋
敷
に
つ
い

て
も
資
料
が
乏
し
く
、
遺
跡
名
に
つ
い
て
も
再
検
討
の
必
要
性
を
説
い
て
い
る

（秋
山
哲
雄

「御
所
と
北
条
氏
亭
」
鎌
倉
市
教
育
委
員
会

『鎌
倉
市
埋
蔵
文
化
財
緊
急

調
査
報
告
書
』

一
二

〈第
二
分
冊
〉、　
一
九
九
六
年
）。
今
回
報
告
す
る
四
件
の
調
査

は
、
い
ず
れ
も
こ
の
地
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
の
調
査
区
は
、
北
条
時
房

・
顕
時
邸
跡
の
南
端
に
あ
た
る
地
点
で
あ
る
。

南
辺
の
ト
レ
ン
チ
で
は
、
遺
跡
地
の
南
を
走
る
東
西
道
路
の
側
溝
と
考
え
ら
れ

る
溝
が
検
出
さ
れ
、
こ
の
溝
よ
り
木
簡
が
出
土
し
た
。
出
土
層
位
の
年
代
は

一

四
世
紀
前
半
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

二
の
調
査
区
は
、
若
宮
大
路
に
接
す
る
遺
跡
地
の
や
や
北
よ
り
の
地
点
で
あ

る
。
こ
の
調
査
で
は
、
若
宮
大
路
の
西
側
溝
と
考
え
ら
れ
る
南
北
溝
が
検
出
さ

れ
て
い
る
。
木
簡
の
出
土
状
況

。
年
代
な
ど
の
詳
細
は
未
報
告
の
た
め
不
明
で

あ
る
が
、
後
述
す
る
内
容
か
ら
み
て
鎌
倉
時
代
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い

と
思
わ
れ
る
。

三
の
調
査
区
は
、
若
宮
大
路
に
面
す
る
や
や
南
よ
り
の
地
点
で
あ
る
。
古
代

よ
り
近
世

・
近
代
に
至
る
ま
で
の
生
活
面
が
検
出
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
中
世
に

属
す
る
も
の
は
第
二
面
と
第
三
面
で
あ
る
。
そ
の
主
な
遺
構
と
し
て
は
若
宮
大

路
西
側
溝
と
そ
れ
に
直
交
す
る
東
西
道
路
、
区
画
を
分
け
る
塀
と
掘
立
柱
建
物

が
あ
る
。
木
簡
は
、
第
二
面
に
属
す
る
若
宮
大
路
西
側
溝
よ
り
出
土
し
た
。

四
の
調
査
区
は
、
遺
跡
地
南
東
部
に
あ
た
り
、
若
宮
大
路
に
接
す
る
地
点
で

あ
る
。
鎌
倉
時
代
初
期
か
ら

一
六
世
紀
後
半
ま
で
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

主
な
遺
構
に
は
、
木
組
み
の
護
岸
が
な
さ
れ
た
若
宮
大
路
西
側
溝
と
そ
れ
に
直

交
す
る
溝
、
掘
立
柱
建
物
な
ど
が
あ
る
。
木
簡
は
若
宮
大
路
西
側
溝
か
ら
出
土

し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
人
六
年
度
調
査

冨

た

レ

と

⑪
　
。
「
□
□
ロ
ラ
し

に
□
□
ロ
ウ

け
ろ
れ
　
　
」

。
「［日中日日〕　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　牌〇∞
〉〈∞∞
〉〈『
　
〇岸Ｐ

判
読
で
き
な
い
文
字
が
多
く
、
全
体
の
文
意
は
不
明
で
あ
る
。
表
面
最
終
行

二
文
字
目
は

「そ
」
の
可
能
性
も
あ
る
。
な
お
、
表
面
に
は
、
手
斧
に
よ
る
と

思
わ
れ
る
加
工
痕
が
あ
る
。
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2004年 出上の木簡

一
一　
人
八
年
度
調
査

ｍｗ
　
　
「国
日
――
日
国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｐ『じ
×
（∞ｅ
×
Ｐ
　
ｏ∞Ｐ

②
　
・
Ｔ

□

」

。
「
Ｏ
　　　［円］」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］∞岸〉〈（∞Ю）
〉（Ｐ　　Ｏ∞Ｐ

①

　

「
口
二
丈
　
あ
か
き
□
入
道
　
　
　
　
　
　
（］こ

巡
反
∞
ｓ
Ｐ

①
②
は
判
読
不
能
で
あ
る
。
②
に
つ
い
て
は
表
裏
と
も
に
文
字
で
は
な
く
、

絵
あ
る
い
は
筆
慣
ら
し
の
可
能
性
も
あ
る
。
③
に
つ
い
て
は
石
井
進
氏
の
考
察

が
あ
る
。
石
井
氏
に
よ
る
と

「赤
木
の
入
道
」
あ
る
い
は

「あ
か
き
□
」
入
道

と
考
え
ら
れ
、
赤
木
氏
と
す
れ
ば

『吾
妻
鏡
』
延
応
元
年

（
〓
〓
一一九
）
五
月

二
三
日
条
に
み
え
る
赤
木
右
衛
門
平
忠
光
の
一
族
の
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
い

る
。
「
口
二
丈
」
は
側
溝
工
事
を
御
家
人
あ
る
い
は
御
内
人
に
請
け
負
わ
せ
る

際
の
単
位
と
推
測
さ
れ
て
い
る

（石
井
進

「鎌
倉
か
ら
出
土
し
た
最
初
の
木
簡
」

『日
本
歴
史
」
四
四
九
、　
一
九
八
五
年
。
同

「中
世
の
木
簡
」
『石
井
進
著
作
集
』

一
〇
、

岩
波
書
店
、
二
〇
〇
五
年
）。

〓
一　
九
六
年
度
調
査

ｍｗ
　
　
「口
日
―十
日
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ＰΦ∪
×
（ヽ
じ
×
Ｐ
∞
　
ｏ⇔ド

い陶一　
　
　
　
「
［□
」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］ＰＰ×八
∞ｏ）〉〈］
　
〇伽Ｐ

と
も
に
判
読
不
能
で
あ
る
。
ω
は
折
敷
の
底
板
で
あ
る
。
筆
慣
ら
し
の
類
で

あ
ろ
う
か
。
②
は
目
を
描
い
た
も
の
の
よ
う
に
も
み
え
、
そ
う
で
あ
れ
ば
呪
符

の
可
能
性
が
あ
る
。

四
　
九
七
年
度
調
査

①
　
。
「
質
１
こ
ゃ
ャ
＋
）南

無
都
率
天
上
弥
勘
菩
薩
衆
二
十
二
十
七
」

上
囃
中
し
耳ノヾ
ヤ
＋
）南

無
都
率
天
上
弥
勒
菩
薩
衆
二
十
二
十
七
」

Ю
∞
］
×
Ｐ
榮
×
岸
伽
　
ｏ
ω
Ｐ

五
輪
塔
形
の
卒
塔
婆
で
あ
る
。
上
段
の
五
文
字
の
梵
字

（キ
ャ
・
力
・
ラ
・

バ
・
ア
）
は
東
の
発
心
門
を
あ
ら
わ
し
、
続
く
梵
字
は
弥
勒
の
種
子

（
こ

で

あ
る
。

９
　
関
係
文
献

鎌
倉
市
教
育
委
員
会

『昭
和
六

一
年
度
発
掘
調
査
報
告
書
』
（鎌
倉
市
埋
蔵
文

化
財
緊
急
調
査
報
告
書
三
、　
一
九
八
七
年
）

同

『平
成
元
年
度
発
掘
調
査
報
告
書
』
（鎌
倉
市
埋
蔵
文
化
財
緊
急
調
査
報
告
書

六
、　
一
九
八
九
年
）

北
条
時
房

・
顕
時
邸
跡
発
掘
調
査
団

『北
条
時
房

・
顕
時
邸
跡
　
雪
ノ
下

一

丁
目
二
七
二
番
地
点
』
盆

九
九
七
年
）

鎌
倉
遺
跡
調
査
会

『北
条
時
房

・
顕
時
邸
跡
七
』
（鎌
倉
遺
跡
調
査
会
調
査
報

生二

二
、　
一
九
九
九
年
）

（鈴
木
弘
太
）




